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議
案
審
議

　

議
案
23
件
（
平
成
20
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
等
）、
決
算

認
定
１
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
、

要
請
２
件
を
原
案
可
決
。
決
算
認
定

１
件
（
平
成
19
年
度
壱
岐
市
病
院
事

業
会
計
決
算
）
は
継
続
審
査
と
し
た
。

発
議

①
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
、
壱
岐

市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
。

　

陳
情
・
要
請
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
意
見
書
を
国
へ
提
出
し
た
（
※

詳
し
く
は
11
・
13
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

②
郵
政
民
営
化
法
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書

③
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す

る
意
見
書

④
道
路
整
備
の
安
定
的
な
財
源
確
保

を
求
め
る
意
見
書

　

議
案
１
件
（
平
成
20
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
２
億
１
千
926
万
１
千
円
）

を
原
案
可
決
し
た
（
※
詳
し
く
は
５

ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

○
臨
時
会
（
7/31
）

○
９
月
定
例
会
（
9/5
〜
9/19
）

第第1919号号
平成20年10月30日発行

質問
あ
ん
質
問
な
、ど
え
ん
な
っ
た
？

意
識
改
革
の
指
導
徹
底
を
！

6P6P

教
え
て
！
議
会
だ
よ
り
が
で
き
る
ま
で

議
会
だ
よ
り
へ
の
報
道
記
事
に
抗
議
！

2P2P

10
人
が
一
般
質
問

壱
岐
市
の
財
政
状
況
ほ
か
21
項
目

15P15P

追跡
教教議議
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ができるまで
教えて !

このコーナーでは「いき議会だより」がどのように編集・作成されて、
皆様のもとへ届いているかを、第 19号を例にくわしくお伝えします。

創刊年月日 ： 平成 16年５月１日 　発行部数：11,000 部（年４回） 
１部当たりの単価 ： 約 24 円（16ページの場合）
発行責任者 ： 壱岐市議会議長　　　編集：議会広報特別委員会 
入 札 方 法：指名競争入札（平成 20年度印刷製本業者名簿の中から、島内業

者（３者）および過去に作成実績のある島外業者（２者）を指名 

「いき議会だより」の概要

❶一般質問予定の議員へ一般質問用原稿用紙を配布
　➡一般質問した議員自身が発言内容を 300 字以内にまとめて提出
❷各委員長へ委員会レポート用原稿用紙を配布 
　➡各委員会で審査した内容や経過・結果、閉会中の継続調査等を各委

員長が委員会レポートとして 600 字以内にまとめて提出

❶写真の撮影・収集（広報委員・事務局職員が分担して撮影・収集）
❷校正後の原稿・撮影した写真を印刷業者へ入稿（電子メールにて）
❸印刷業者から初稿データの納品（電子メールにて）

定例会中に一般質問などの掲載記事やレイアウト、担当者を決定

9 月 10日　第１回委員会

❶各議員から提出のあった一般質問発言原稿の校正
❷各委員長から提出のあった委員会レポート原稿の校正

9 月 22日　第２回委員会

❶校正後の一般質問発言原稿をもとに、各担当委員が会議録にて確認し、
　答弁内容を 300 字以内で作成
❷議案質疑内容を担当委員が会議録にて確認し、作成
❸その他の掲載記事、予算概要等も各担当委員が作成

広報委員持ち帰り作業

9月 30日　第３回委員会

❶一般質問答弁原稿の校正
❷委員会レポート原稿の校正
❸議案質疑等掲載記事の校正
❹写真の選定、レイアウトの編集

　一般質問・議案質疑の答弁は
 　間違いないか執行側に確認

○月○日までに
原稿の提出を
お願いします。

答弁に間違いが
ないか確認を
お願いします。

＼ハイ／

執行部

議員

事務局

事務局

＼＼分か
りまし

た／

分かり
ました

／
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❶校正内容を印刷業者へ指示（ファックス・電話にて）
❷印刷業者から２校目データの納品（電子メールにて）

❶最終校正内容を印刷業者へ指示（ファックス・電話にて）
❷印刷業者から最終データの納品（電子メールにて）

10月 29日　印刷業者から各庁舎へ「いき議会だより」の納品

10月 30日～　みなさまのお手元に「いき議会だより」が届く

❶文章、レイアウトの校正（初稿データ印刷物にて確認）
❷文字の色・背景の色等の校正（パソコン画面にて確認）

10 月 8日　第４回委員会

❶文章、レイアウトの最終校正（２校目データ印刷物にて確認）
❷文字の色・背景の色等の最終校正（パソコン画面にて確認）

10 月 20日　第５回委員会

※公民館ごとに仕分け、発送

※公民館連絡便により各戸配布

「いき議会だより」への報道記事に抗議！

20壱市議第 409号
平成20年９月19日

（株）壱岐日々新聞社
編集長　菊田　光孝 様

壱岐市議会議長　深見　忠生

貴社発行の「壱岐日々新聞」の記事に対する抗議について

　 貴社、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　 さて、平成20年８月 22日発行の、貴社「壱岐日々新聞」の記事《窓：事実と違う？「議会だより」
の謎》の内容中、『当の議会が議場でのやりとりの事実とまるで逆の「議会だより」を出して』につい
ては、事実でないものであり、市民に大きな誤解を与えるものと判断し、貴社に対し抗議するものであ
ります。
　 なお、当議会の「議会だより」は、一般質問の、質問は議員本人が作成、答弁等については議事録を
もとに作成しており、理事者側に確認をとった上で発行をしております。また、印刷業者決定については、
島内外業者の指名競争入札にて行っております。

もっと見出しを大きく…

色分けしたら分かりやすいかな…

連絡便
　　です

レイアウ
トは

どうしま
すか？

連絡員

＼あ！議会だ
より

　　　　が
来た。／

校正ヶ所を校正ヶ所を
ＦＡＸしましたＦＡＸしました

はいはい
確認確認
します。します。

印刷業者印刷業者
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壱岐いきウェディングから
「ふれあい交流事業」に
名称が変わったのね

キクちゃん

Q 

附
則
の
２
で
教
育
委
員

会
の
指
導
主
事
と
医
療
職
給

料
表
⑴
の
医
師
は
適
用
除
外

だ
が
。

A 

指
導
主
事
は
県
派
遣
職

員
、
医
師
は
人
員
確
保
の
た

め
。Q 

超
過
勤
務
手
当
の
削
減

対
策
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

A 

予
算
配
分
・
執
行
管
理

は
通
達
等
に
よ
り
適
正
化
に

努
め
て
い
る
。
所
属
の
管
理

職
に
申
請
を
行
い
、
終
了
後

は
完
了
報
告
を
行
う
２
段
階

決
裁
の
シ
ス
テ
ム
。

Q 

本
市
も
過
去
に
費
用
負

担
が
あ
っ
た
の
で
は
。
長
崎

県
病
院
企
業
団
に
加
入
し
な

い
理
由
は
。

A 

費
用
負
担
は
な
い
。
加

入
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
現
時
点
で
は
加
入
し
な

い
方
向
。
加
入
し
た
い
と
き

は
、
そ
の
時
点
で
考
え
る
。

平
成
20
年
度
壱
岐
市

一
般
会
計
補
正
予
算

Q 

壱
岐
い
き
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
廃
止
の
理
由
は
。

A 

平
成
20
年
度
か
ら
島
内

で
開
催
し
、「
ふ
れ
あ
い
交

流
事
業
」に
変
更
し
た
た
め
。

Q 
救
急
医
療
運
営
費
補
助

金
減
額
の
理
由
は
。

A 
協
生
会
品
川
病
院
が
県

へ
病
院
群
輪
番
制
病
院
を
辞

退
さ
れ
、
協
議
会
で
適
当
と

認
め
ら
れ
た
た
め
、
予
算
を

減
額
し
た
。

Q 

使
用
済
み
自
動
車
等
海

上
輸
送
費
補
助
金
は
ど
こ
か

ら
交
付
さ
れ
、
支
出
先
は
ど

こ
か
。
ま
た
、
補
助
率
は
。

A 

㈶
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

促
進
セ
ン
タ
ー
よ
り
交
付
さ

れ
、
島
内
３
社
の
積
み
出
し

業
務
に
対
し
て
支
出
。
海
上

輸
送
費
の
利
用
料
金
の
80
％

を
交
付
。

Q 

優
良
雌
牛
銘
柄
確
立
推

進
事
業
で
100
頭
以
上
の
規
模

の
と
き
の
選
考
配
分
方
法
は
。

A 

県
産
牛
の
指
定
交
配
牛

と
規
制
が
あ
り
、
100
頭
は
い

か
な
い
見
込
み
。

Q 

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の
合
宿
誘
致
は
、

い
つ
頃
、
何
人
の
来
島
か
。

A 

９
月
中
に
２
度
、
計
16

日
間
、合
宿
に
来
島
さ
れ
る
。

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
で
約
20
人
。

Q 

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
合
宿
誘
致
事
業
の

予
算
の
中
に
運
営
費
等
は
含

ん
で
い
な
い
か
。
実
行
委
員

会
は
ど
う
い
う
組
織
か
。

A 

宿
泊
の
助
成
だ
け
で
120

万
円
ま
で
。
実
行
委
員
会
は

地
元
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
や
ラ
イ
ジ
ン
グ
福
岡
の

後
援
会
、
観
光
協
会
等
各
種

団
体
か
ら
22
人
の
構
成
。

Q 
徘は

い

徊か
い

高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
連
絡

協
議
会
の
委
員
数
と
選
任
方

法
は
。

A 

委
員
は
18
人
程
度
。
保

健
所
・
警
察
・
医
療
機
関
・

交
通
機
関
・
民
生
児
童
委
員

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、

ほ
か
関
係
民
間
団
体
よ
り
選

任
。
事
務
局
は
市
民
福
祉
課

に
置
く
。

Q 

島
内
の
徘
徊
高
齢
者
の

状
況
は
。

A 

40
人
程
度
の
状
況
。

Q 

観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設

置
事
業
の
内
容
は
。

A 

民
間
の
方
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
招
き
、
市
・
観

光
協
会
へ
全
体
的
戦
略
や
具

体
的
手
法
な
ど
、
全
般
的
な

助
言
を
願
う
。

Q 

過
誤
納
還
付
金
は
税
源

移
譲
に
伴
う
改
正
で
発
生
し

た
も
の
。
還
付
が
遅
延
し
て

い
る
の
で
は
。
も
う
少
し
早

く
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

A 

６
月
中
に
対
象
予
定
者

の
調
査
。
７
月
末
ま
で
の
減

額
申
告
。
現
在
、
還
付
に
関

す
る
事
務
手
続
き
中
。
速
や

か
に
減
額
措
置
を
対
応
す
る
。

Q 

学
校
給
食
費
の
詳
し
い

予
算
内
容
は
。

A 

芦
辺
管
内
の
自
校
式
の

学
校
給
食
費
の
ガ
ス
代
の
助

成
168
万
円
。
学
校
用
務
員
の

退
職
に
よ
る
退
職
慰
労
金
と

し
て
352
万
円
。

壱
岐
市
職
員
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

長
崎
県
離
島
医
療
圏
組
合

の
解
散
に
関
す
る
協
議

年度 超過勤務手当実績
Ｈ１６ １億９１６万６千円 
Ｈ１７ ８, ０７８万６千円 
Ｈ１８ ７, ２２２万９千円 
Ｈ１９ ５, ３９９万２千円 
Ｈ２０ ４, ９８５万１千円 
　※H20年度は当初予算

田河小学校を訪問したプロバスケットボールチーム「ライジング福岡」の選手
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どえんな補正があると？
７月補正予算　一般会計補正額　２億１, ９２６万１千円増
９月補正予算　一般会計補正額　４億６, ３８８万３千円増
　　　　　　　特別会計補正額　１億８, ９３３万円増

ユ
ウ
く
ん

ボクも
一支国弥生まつりに

行くゾ !!

ガイダンス施設改修工事設計業務
委託料 454万円

しまごとプロジェクト推進事業 
４２５万円

優良雌牛銘柄確立推進事業
 ６００万円

廃棄物処理施設整備事業
 ２億３,３４５万円

全国消防操法大会経費
 ６８４万円

長崎県肉用牛の改良に貢献している種雄牛「平茂晴」

解体工事中の芦辺町クリーンセンター

見事準優勝に輝いた芦辺地区第１分団（10月12日 全国消防操法大会）

一支国弥生まつり２００８のポスター
（11月15日から11月24日の10日間開催）

ガイダンス施設として生まれ変わる現原の辻展示館

一支国弥生まつり実行委員会補助金
シルクロード映画祭、音楽祭、
子守唄・神話創作朗読劇
食祭・各種古代体験、
夜神楽・島巡りワンコインバス等

優良雌牛群導入補助金　１００頭

最終処分場予定地隣接地用地購入費
一般廃棄物処理施設造成工事
汚泥再生処理センター造成工事

消防操法大会出場報償金
県消防協会壱岐分会負担金
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久
間　

初
子 

議
員

Q 
独
居
老
人
の
安
否

確
認
を

　

本
市
も
少
子
高
齢
化
の
進

ん
で
い
る
島
で
あ
る
。
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

て
い
る
の
か
。
市
内
の
独
居

老
人
は
約
１
千
600
人
、
施
設・

病
院
へ
の
入
居
・
入
院
者
数

は
520
人
程
度
。
社
協
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
独
居
老
人
の
安
否
確
認
が

不
安
。
元
気
な
高
齢
者
に
声

か
け
運
動
を
し
て
も
ら
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
作
っ
て
は
。

A 
市
長

地
域
力
に
期
待 

　

民
生
委
員
・
公
民
館
の
班

内
の
方
々
等
、
地
域
力
を
持
っ

て
安
否
確
認
し
、
見
守
り
・

声
か
け
・
元
気
な
高
齢
者
の

協
力
が
得
ら
れ
る
組
織
づ
く

り
を
研
究
す
る
。

Q 
各
商
店
街
の

活
性
化

　

商
店
の
空
き
店

舗
を
子
育
て
に
悩

む
親
と
高
齢
者
の

集
い
の
場
所
に
し

て
は
。

A 
市
長

安
全
上
困
難

　

安
心
・
安
全
と

い
っ
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
※
上
の
問
題

が
あ
る
の
で
、
非

常
に
難
し
い
。
商

店
街
再
生
は
市
商
工
会
活
性

化
委
員
会
と
対
策
を
協
議
す

る
。Q 

市
主
催
敬
老
会

　

市
に
な
り
、
敬
老
会
の
内

容
等
が
変
わ
り
、
敬
老
者
の

出
席
率
が
低
下
。
昨
年
の
反

省
・
要
望
等
が
活
か
さ
れ
て

い
な
い
。
敬
老
者
の
方
々
の

望
み
を
一
つ
で
も
叶
え
て
あ

げ
た
い
。
例
え
ば
、
お
茶
の

葉
を
弁
当
に
、
タ
オ
ル
を
饅

頭
に
、
商
品
券
を
現
金
に
変

更
す
る
な
ど
。

A 
市
長

出
席
率
向
上
に
努
力

　

開
催
方
法
等
、
事
業
評
価

を
基
に
、
見
直
し
で
き
る
も

の
は
見
直
す
。
出
席
率
が
上

が
る
よ
う
担
当
課
で
研
究
す

る
。

町
田　

正
一 

議
員

Q 

厳
し
い
と
き
こ
そ

夢
を
語
れ

　
「
今
日
の
飯
が
食
え
な
い

の
に
、
島
の
将
来
や
環
境
問

題
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
。

将
来
の
夢
や
希
望
が
あ
る
か

ら
今
の
改
革
に
耐
え
忍
べ
る
。

市
長
は
考
え
る
た
め
の
休
日

を
取
る
べ
き
。
夢
あ
る
将
来

像
を
語
れ
！
」

①
合
併
後
10
年
の
特
別
措
置

を
含
め
て
も
、
現
状
、
本
市

の
財
政
は
極
め
て
健
全
な
状

況
に
あ
る
。
経
常
経
費
の
改

善
目
標
を
ど
の
程
度
ま
で
設

定
し
て
い
る
か
。

②
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金

10
億
円
は
合
併
後
も
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
あ
る
が
、
取
り

崩
し
は
可
能
か
。

③
合
併
振
興
基
金
20
億
円
の

使
途
は
。

④
市
内
で
は
、
雇
用
の
安
全

弁
に
な
っ
て
き
た
建
設
業
に

つ
い
て
も
新
規
雇
用
は
で
き

ず
、
失
業
者
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
農
業
・
漁
業
・
商
業
等
、

ま
さ
に
緊
急
対
策
を
打
ち
出

さ
ね
ば
、
雇
用
の
創
出
が
で

き
な
い
。
例
え
ば
、
市
営
住

宅
を
福
祉
住
宅
に
し
て
、
建

て
替
え
計
画
を
前
倒
し
で
き

な
い
か
。

⑤
平
戸
市
は
４
千
万
円
の
漁

業
等
の
燃
油
高
騰
対
策
を
打

ち
出
し
た
が
、
本
市
は
ど
う

か
。A 

市
長

夢
や
希
望
が
語
れ
る
よ
う

頑
張
る
！

①
平
成
19
年
度
の
93.9
％
を
、

せ
め
て

80
％
台
に

し
た
い
。

②
制
限
は

あ
る
が
可

能
。
県
を

通
じ
て
総

務
省
に
事

前
協
議
が

必
要
。

③
当
面
、
運
用
益
の
0.5
％
〜

0.6
％
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
※
活
動
に
。
後
年
度
、

一
定
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た

分
は
一
般
財
源
へ
。

④
住
宅
建
設
費
は
起
債
に
も

優
遇
制
度
が
な
い
。
現
在
の

住
宅
計
画
変
更
は
、
少
な
く

と
も
２
年
間
は
で
き
な
い
。

⑤
運
送
業
等
、
他
の
業
種
の

問
題
も
あ
る
の
で
研
究
す

る
。

一 般 質 問一 般 質 問
傍
聴
者
数　

９
月

傍
聴
者
数　

９
月
1111
日　

約

日　

約
2020
人　

９
月

人　

９
月
1212
日　

約

日　

約
1515
人人

※
安
全
。保
安
。防
犯
。防
犯
装
置
。

※
居
住
地
域
を
同
じ
く
し
、利
害
を
と

も
に
す
る
共
同
社
会
。町
村
・都
市
・

地
方
な
ど
、生
産
・自
治
・風
俗
・習

慣
な
ど
で
深
い
結
び
つ
き
を
も
つ

共
同
体
。地
域
社
会
。

渡良地区敬老会（９月14日）

壱岐農業経営危機突破緊急決起大会（８月23日 壱岐文化ホール）
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音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 
総
人
件
費
を
一
割
以
上
圧

縮
す
る
と
し
た
選
挙
公
約

①
選
挙
公
約
の
整
合
性
に
つ

い
て
ど
う
説
明
責
任
を
果
た

す
の
か
。

②
現
在
の
市
職
員
給
与
は
国

家
公
務
員
に
準
じ
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
官
民
給
与
格
差

は
増
大
し
て
い
る
が
、
民
間

給
与
水
準
調
査
も
参
考
に
し

て
、
地
方
分
権
社
会
に
適
応

し
た
、
本
市
独
自
の
給
与
体

系
に
是
正
す
べ
き
。

A 
市
長

全
職
員
で
チ
ェ
ン
ジ
・

改
革
を
！

①
職
員
給
与
５
％
、
管
理
職

手
当
30
％
カ
ッ
ト
は
、
一
つ
の

手
法
で
第
一
段
階
。
今
後
は

公
約
実
現
に
向
け
、
職
員
の

理
解
を
求
め
て
い
く
。

②
本
市
は
人
事
委
員
会
を
設

置
し
て
い
な
い
の
で
、
国
・
県

の
勧
告
を
尊
重
。
地
方
公

務
員
の
労
働
基
本
権
に
つ

い
て
も
「
国
家
公
務
員
の

労
使
関
係
制
度
の
措
置
に

合
わ
せ
、
整
合
性
を
も
っ

て
検
討
す
る
こ
と
」
と
さ

れ
、
今
後
、
国
の
動
向
を

注
視
し
、
本
市
の
給
与
体

系
構
築
に
取
り
組
む
。

Q 
現
行
景
気
判
断

①
各
業
種
別
の
景
気
判
断

は
。

②
財
政
健
全
化
も
重
要
で
あ

る
が
、
可
能
な
限
り
の
景
気

対
策
が
必
要
。
特
に
燃
油
高

騰
支
援
策
を
検
討
す
べ
き
。

③
雇
用
情
勢
が
極
め
て
厳
し

い
。
一
般
職
・
嘱
託
職
員
の

任
用
規
程
を
見
直
し
、
臨
時

職
員
の
採
用
枠
を
広
げ
、
雇

用
の
拡
大
を
期
す
べ
き
。

A 
市
長

非
常
に
厳
し
い
経
済
だ

①
農
林
水
産
業
は
非
常
に
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
と
認
識
。

財
政
出
動
の
時
期
が
迫
っ
て

い
る
と
思
う
。

②
燃
油
対
策
は
必
要
。
財
源

確
保
も
含
め
、
早
急
に
研
究

す
る
。

③
一
人
で
も
多
く
の
職
員
を

雇
用
し
た
い
。
嘱
託
職
員
は

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
※
外
で
あ
り
、

任
期
中
は
約
束
を
守
る
。

深
見　

義
輝 

議
員

Q 

新
た
な
る
農
業
振
興

　

世
界
的
規
模
の
原
油
高
騰

に
よ
り
、
燃
料
・
飼
料
・
肥

料
等
、
生
産
資
材
の
価
格
が

高
騰
し
、
農
業
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
。
将
来
、
農
業
組

合
法
人
が
安
定
し
た
運
営
が

で
き
る
た
め
に
も
、
水
稲
を

柱
と
し
た
営
農
形
態
に
新
た

な
収
入
源
と
し
て
、
畜
産
や

施
設
園
芸
等
に
よ
り
農
業
振

興
を
図
っ
て
は
。

A 
市
長

支
援
策
を
講
じ
る
考
え 

　

集
落
営
農
は
生
産
コ
ス
ト

削
減
を
行
う
有
利
な
方
法

だ
。
設
立
間
も
な
い
組
織
で

あ
り
、
運
営
は
厳
し
い
と
認

識
。
５
年
後
の
法
人
化
に
向

け
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
、
国
・
県
の
事
業
を
十
分

に
活
用
し
て
、
で
き
る
限
り

の
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

Q 

観
光
振
興

①
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

管
理
職
と
し
て
採
用
し
て

は
。

②
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
の
今

後
の
取
組
は
。

③
観
光
客
が
釣
り
を
し
て
い

て
注
意
さ
れ
た
と
聞
い
た
。

「
釣
り
マ
ッ
プ
」
の
周
知
は
。

④
硬
式
野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
勝
本
ダ
ム
球
場
を
使

用
さ
れ
て
い
る
が
施
設
整
備

が
必
要
、
早
急
な
改
善
を
。

A 
市
長

観
光
壱
岐
を
Ｐ
Ｒ
す
る

①
効
果
的
な
誘
客
促
進
を
行

う
た
め
、
民
間
の
方
を
管
理

職
で
採
用
予
定
。
市
・
観
光

協
会
へ
具
体
的
な
手
法
等
、

全
般
的
に
指
導
・
助
言
を
願

う
。

②
22
の
関
係
機
関
で
受
入
推

進
協
議
会
を
発
足
し
、今
後
、

受
入
態
勢
の
整
備
を
図
る
。

③
「
ア
ミ
撒
き
餌
禁
止
マ
ッ

プ
」
を
作
成
、
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
啓
蒙

す
る
。

④
今
後
の
利
用
状
況
等
、
中

学
校
・
高
校
と
相
談
し
、
年

次
的
に
改
修
。

全国漁業代表者漁業経営危機突破集会（７月15日 東京日比谷）

試合開始 !!（勝本ダム球場）

※
選
挙
で
有
権
者
に
政
策
本
位
の
判

断
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

政
党
ま
た
は
首
長
・
議
員
等
の
候

補
者
が
当
選
後
に
実
行
す
る
政
策

を
予
め
確
約
（
公
約
）
し
、
そ
れ

を
明
確
に
知
ら
せ
る
た
め
の
声
明

（
書
）
の
こ
と
。
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中
村
出
征
雄 

議
員

Q 
今
後
の
財
政
状
況

①
平
成
20
年
度
末
の
一
般
会

計
起
債
残
高
278
億
３
千
300
万

円
、
特
別
会
計
を
含
め
る
と

379
億
円
。
市
民
一
人
当
た
り

120
万
円
以
上
と
な
る
が
。

②
地
方
交
付
税
は
合
併
特
例

法
に
基
づ
き
、
合
併
後
10
年

間
は
合
併
前
の
水
準
が
維
持

さ
れ
、
そ
の
後
５
年
間
で
激

変
緩
和
措
置
が
な
く
な
り
、

厳
し
い
財
政
と
な
る
。
そ
の

と
き
は
い
く
ら
の
減
額
と
な

る
の
か
。
ま
た
、
合
併
特
例

法
適
用
期
間
中
の
繰
上
償
還

の
考
え
は
。

A 
市
長

楽
観
は
で
き
な
い 

①
起
債
借
入
は
市
政
運
営
お

よ
び
施
設
整
備
上
、
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
今
後
も
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
起
債
の
ほ
と
ん
ど
が
交

付
税
で
後
年
度
措
置
が
あ
る

た
め
、
実
質
公
債
費
比
率
は

低
い
が
、
財
政
が
大

丈
夫
だ
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
認

識
。

②
平
成
20
年
度
交
付

税
は
合
併
算
定
に
よ

り
約
91
億
円
の
交

付
。
一
本
算
定
と
の

差
が
交
付
額
で
約
18

億
円
減
額
。
起
債
の

繰
上
償
還
は
平
成

20
、
21
年
度
実
施
予

定
。
今
後
財
源
の
見

通
し
が
立
て
ば
更
に
進
め
て

い
く
。

Q 
自
治
会（
公
民
館
）集
会
所

整
備
事
業
補
助
金

　

旧
町
時
代
に
引
き
続
き
、

合
併
後
も
補
助
制
度
が
あ
っ

た
が
、
今
年
度
よ
り
廃
止
に

な
っ
た
経
緯
と
自
治
会
（
公

民
館
）へ
の
説
明
は
。
ま
た
、

厳
し
い
財
政
状
況
は
理
解
す

る
が
、
必
要
な
も
の
に
は
メ

リ
ハ
リ
を
付
け
た
政
策
の
復

活
を
。

A 
市
長

慎
重
に
対
処
す
る

　

平
成
17
年
度
か
ら
県
補
助

金
が
廃
止
さ
れ
、
市
単
独
と

な
り
財
政
負
担
が
非
常
に
大

き
く
な
り
廃
止
。
平
成
19
年

度
当
初
に
旧
町
別
自
治
公
民

館
長
会
議
で
説
明
し
た
。
補

助
金
復
活
は
各
自
治
会
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
に
自
主
自

立
を
基
本
に
慎
重
に
対
処
す

る
。

小
金
丸
益
明 

議
員

Q 
学
校
給
食
の

今
後
の
方
針

①
単
独
校
調
理
場
方
式
（
自

校
方
式
）
と
共
同
調
理
場
方

式
（
セ
ン
タ
ー
方
式
）
に
対

す
る
、
市
の
基
本
的
考
え
は
。

②
学
校
統
廃
合
に
基
づ
く
学

校
給
食
の
今
後
の
方
針
と
基

本
計
画
を
示
せ
。

③
学
校
給
食
事
業
は
旧
町
時

代
の
継
続
で
あ
り
、
平
準
化

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
給
食

費
と
市
の
補
助
を
統
一
す
べ

き
。A 

市
長

共
同
調
理
場
へ
集
約

①
自
校
方
式
は
給
食
を
作
る

様
子
や
大
切
さ
を
理
解
し
た

り
、
で
き
た
て
の
給
食
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、

衛
生
面
の
問
題
が
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
方
式
は
大
量
調
理
や

一
括
仕
入
れ
に
よ
る
経
費
節

減
、
衛
生
管
理
を
徹
底
で
き

る
反
面
、
配
送
過
程
の
課
題

が
あ
る
。

②
建
設
場
所
等
の
基
本
計
画

を
策
定
し
、
平
成
23
年
度
に

市
内
の
小
中
学
校
に
対
し
、

一
ヵ
所
で
の
学
校
給
食
共
同

調
理
場
を
計
画
し
て
い
る
。

③
給
食
費
は
、
一
ヵ
所
の
共

同
調
理
場
に
な
れ
ば
統
一
可

能
。

　

補
助
は
合
併
調
整
時
に
、

生
徒
一
人
当
た
り
の
給
食
費

に
か
か
る
単
価
の
違
い
等
も

あ
り
、
現
状

の
ま
ま
で
引

き
継
い
で
い

る
。
全
て
一

律
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て

い
な
い
面
も

あ
り
、
そ
う

い
う
不
公
平

な
部
分
は
早

く
是
正
し
て

い
く
。

補助金を一部活用して新築された日の組公民館（郷ノ浦町有安触）

できたてホカホカの給食いただきます！（自校方式の芦辺小学校）

市内給食費・経費一覧（Ｈ 19年度）
    （単位：円）

給食方式 自校方式 センター方式
町名 芦辺町 郷ノ浦町 石田町 勝本町

小学校（月額） 3,900 3,600 3,300
中学校（月額） 4,500 4,200 3,900

一人当たり経費（年額）
（人件費等を含む） 78,104 45,056
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鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

観
光
・
広
報
の

集
約
強
化
を

　

観
光
産
業
は
波
及
効
果
が

大
き
く
、
全
産
業
に
占
め
る

消
費
割
合
も
高
く
、
島
の
活

性
化
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
さ
ら
に
強
化
す
べ
き
。

そ
の
た
め
に
は
観
光
行
政
を

集
約
し
、
連
動
し
た
情
報
発

信
を
戦
略
・
積
極
的
に
行
う

べ
き
。
広
報
宣
伝
を
組
み
合

わ
せ
た
攻
め
の
体
制
確
立
の

た
め
、
抜
本
的
な
機
構
改
革

を
。A 

市
長

来
年
度
に
機
構
を
見
直
す 

　

平
成
21
年
４
月
に
は
時
代

に
即
応
し
た
行
政
組
織
の
見

直
し
を
行
い
、特
に
広
報
力
・

観
光
力
を
強
化
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
実
際
に
壱
岐
へ
観

光
客
を
連
れ
て
来
た
人
を

「
観
光
大
使
」
と
し
、
集
客

数
に
応
じ
、
各
賞
を
あ
げ
た

い
。
壱
岐
を
離
れ
る
高
校
の

卒
業
生
等
に
も
大
使
と
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

Q 

ス
ポ
ー
ツ
交
流

　

誘
致
を

　

近
年
観
光
客
は
減

少
。
ス
ポ
ー
ツ
交
流
は

年
々
増
加
傾
向
。
誘
致

に
力
を
注
ぐ
べ
き
。

①
国
体
準
備
室
も
含
め

た
ス
ポ
ー
ツ
関
連
誘
致

を
ス
ポ
ー
ツ
課
と
し
て

統
一
し
て
は
。

②
平
成
18
年
６
月
議
会

後
の
研
究
成
果
は
。

③
ト
イ
レ
等
周
辺
も
含
め
た

体
育
施
設
や
受
け
入
れ
態
勢

が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に

増
加
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設

振
興
計
画
は
。

A 
市
長

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
は
重
要 

①
簡
素
で
市
民
に
わ
か
り
や

す
い
組
織
に
す
る
た
め
課
の

統
廃
合
も
含
め
、
参
考
に
す

る
。
準
備
室
は
、
十
分
な
連

絡
調
整
と
職
員
相
互
協
力
が

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
。

③
今
後
の
優
先
課
題
と
し
て

年
次
的
に
水
洗
化
を
推
進
し
、

ふ
れ
あ
い
広
場
は
来
年
度
実

施
。
大
谷
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球

場
は
公
式
競
技
場
へ
、
勝
本

ダ
ム
球
場
は
一
塁
側
の
フ
ェ

ン
ス
か
ら
年
次
的
に
整
備
す

る
。A 

教
育
長

単
独
で
は
難
し
い

②
ス
ポ
ー
ツ
課
新
設
は
厳
し

い
。
今
後
、
競
技
力
向
上
を

図
り
た
い
。

町
田　

光
浩 

議
員

Q 

図
書
館
整
備
の

進
捗
状
況

①
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

た
問
題
点
は
ど
の
程
度
改
善

さ
れ
て
い
る
か
。

②
市
内
公
共
図
書
館
の
蔵
書

管
理
、
お
よ
び
小
中
学
校
等

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
※
化
は
。

A 

教
育
長

夢
は
あ
る
が
金
が
な
い

①
蔵
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
消
極
的
な
策
で
は
あ

る
が
処
理
を
し
て
い
る
。
司

書
の
配
置
は
行
っ
て
い
る

が
、
巡
回
お
よ
び
定
期
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
物
理
的
な
問
題

も
あ
り
、実
現
し
て
い
な
い
。

②
今
年
度
、
郷
ノ
浦
図
書
館

に
図
書
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
中

学
校
の
統
廃
合
や
費
用
対
効

果
の
問
題
も
あ
り
、
今
後
の

検
討
課
題
。

Q 

税
賦
課
を
平
等
に

　

地
籍
調
査
の
完
了
時
期
は

石
田
が
合
併
前
、
勝
本
が
平

成
17
年
度
、
芦
辺
が
平
成
23

年
度
予
定
、
郷
ノ
浦
が
平
成

27
年
度
予
定
。
固
定
資
産
税

等
に
反
映
さ
れ
る
ま
で
に
旧

町
間
で
10
年
以
上
の
開
き
が

あ
り
、
税
賦
課
の
不
平
等
が

起
き
て
い
る
。
早
急
に
改
善

す
べ
き
。

A 

市
長

元
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能

　

合
併
前
に
旧
各
町
に
お
い

て
、
地
籍
調
査
完
了
後
は
新

地
積
で
課
税
す
る
取
り
決
め

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
地

方
税
に
つ
い
て
は
現
行
の
と

お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
入

湯
税
に
お
い
て
は
勝
本
町
の

例
に
よ
る
。」
と
合
併
協
定

項
目
に
あ
る
。
旧
石
田
町
は

合
併
前
か
ら
新
地
積
に
よ
る

課
税
が
な
さ
れ
て
お
り
、「
現

行
の
と
お
り
」
と
す
る
な
ら

ば
現
在
の
課
税
方
法
に
な
る

と
認
識
し
て
い
る
。

芦辺保育所を訪問したライジング福岡の外国人選手

郷ノ浦図書館にて

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
入
出
力
装
置
な

ど
が
、
中
央
処
理
装
置
と
直
結
し

て
い
る
状
態
。
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近
藤　

団
一 

議
員

Q 

こ
れ
で
い
い
の
か

税
行
政

　

合
併
前
の
滞
納
分
も
ま
だ

解
決
し
て
い
な
い
。
督
促
も
、

時
効
中
断
も
し
て
い
な
い
中

で
、
み
す
み
す
５
年
の
時
効

を
盾
に
納
税
を
免
れ
る
状
況

は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
に

立
っ
て
も
絶
対
に
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
。
生
活
困
窮
、

行
方
不
明
等
を
除
い
て
も
、

６
月
定
例
会
で
指
摘
し
た
よ

う
に
任
期
４
年
と
言
わ
ず
、

最
初
の
１
年
の
間
に
結
論
を

出
し
て
も
ら
い
た
い
。
真
面

目
に
納
税
し
て
い
る
市
民
が

不
公
平
に
な
る
よ
う
な
状
況

は
絶
対
な
く
し
て
も
ら
い
た

い
。A 

市
長

徴
収
体
制
を
強
化

　

税
の
公
平
・
公
正
な
徴
収

は
大
変
重
要
。
徴
収
係
を
増

員
し
、強
化
を
図
っ
て
い
る
。

平
成
19
年
度
の
差
押
え
件
数

は
76
件
。
今
後
も
悪
質
な
滞

納
者
は
強
い
姿
勢
で

臨
み
、
催
告
の
実
施

と
差
押
え
等
、
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

旧
郷
ノ
浦
町
の
固
定

資
産
税
の
問
題
は
、

平
成
21
年
３
月
ま
で

に
解
決
す
る
。

Q 
接
客
教
育
の

     

徹
底
を

　
一
握
り
の
職
員
の

た
め
に
市
民
病
院
全
体
が
さ

も
悪
い
と
い
う
状
況
は
ど
う

か
。
今
回
を
境
に
徹
底
的
に

接
客
改
善
す
べ
き
。
ま
た
、

百
数
十
人
の
職
員
を
束
ね
る

院
長
は
、
重
要
な
議
案
や
質

問
通
告
が
あ
る
と
き
は
、
議

会
へ
出
席
を
。

A 
市
長

院
長
・
職
員
と
の

積
極
的
な
対
話
を

　

職
員
の
接
遇
は
、
病
院
内

外
で
の
研
修
で
積
極
的
に
職

員
の
意
識
改
革
に
努
め
て
い

る
。
改
善
策
と
し
て
、
一
般

外
来
と
検
診
業
務
を
分
け
て

実
施
。
診
療
窓
口
で
患
者
の

個
々
に
生
じ
た
不
満
に
つ
い

て
、
そ
の
都
度
外
来
看
護
師

に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
今
後

も
、
院
長
・
職
員
と
の
対
話

を
積
極
的
に
行
い
、
改
善
に

つ
な
げ
て
い
く
。

A 
病
院
事
業
管
理
監

　

職
員
に
し
っ
か
り
伝
え

て
、接
遇
の
改
善
に
努
め
る
。

市
山　
　

繁 

議
員

Q 

市
有
遊
休
地
の
活
用
を

①
遊
休
地
の
整
理
と
進
捗
状

況
は
。

②
利
用
計
画
が
な
い
遊
休
地

は
公
売
し
、
民
間
活
力
導
入

の
開
発
で
活
性
化
を
図
る
べ

き
。

③
団
塊
の
世
代
誘
致
は
定
住

人
口
増
と
、
遊
休
地
開
発
は

税
収
増
と
地
域
の
消
費
増
と

な
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

A 

市
長

早
急
に
遊
休
地
の
整
備

を
実
施

①
平
成
21
年
７
月
を
目
途
に

遊
休
地
の
整
理
を
完
了
予
定
。

②
老
人
ホ
ー
ム
先
、
１
千
800

㎡
の
売
却
公
募
を
行
う
予
定
。

③
実
績
は
な
い
が
、
遊
休
地

の
調
査
が
完
了
後
、
定
住
促

進
を
図
る
。

Q 

離
島
振
興
法
の
活
用
を

　

原
油
高
騰
で
離
島
航
路
の

運
搬
コ
ス
ト
が
、
壱
岐
の
経

済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
基
幹
産
業
等
に
対

す
る
緊
急
対
策
も
必
要
だ

が
、
長
期
的
に
対
応
で
き
る

離
島
振
興
法
で
の
対
策
を
国

に
強
く
要
望
す
べ
き
。

A 

市
長

国
へ
強
く
要
請

　

海
洋
基
本
法
お
よ
び
離
島

振
興
法
を
大
い
に
活
用
し

て
、
国
へ
積
極
的
に
働
き
か

け
る
。

Q 

観
光
産
業

　
一
支
国
博
物
館
の
建

設
が
壱
岐
観
光
の
起
爆

剤
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
湯
ノ
本
・
猿

岩
・
黒
崎
砲
台
周
辺
・

イ
ル
カ
パ
ー
ク
他
通
年

型
と
し
て
受
け
皿
作
り

の
島
全
体
の
観
光
地
を

再
検
討
す
べ
き
。

A 

市
長

い
き
い
き
ア
イ
ラ
ン
ド

の
実
現

　

市
観
光
協
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
原
の
辻
遺
跡
を

最
大
限
に
活
用
し
て
、
夏
場

だ
け
で
は
な
く
通
年
型
の
観

光
立
島
を
目
指
す
。

市民病院職員研修会

猿
岩
と
一
緒
に
記
念
撮
影
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請願 陳情 意見書 コーナー

不
採
択

最低賃金の引き上げと制度のさら
なる改正、中小企業支援を求める
陳情

請願・陳情を審査しました !

採　

択

中小漁業関連資金融通円滑化事業
（漁業・地域維持対策事業）によ
る漁業経営維持安定資金の保証責
任準備金に関する請願

○提出者　　壱岐市漁業協同組合長会
　　　　　　会長　塚元　富夫
○紹介議員　豊坂　敏文、町田　正一、鵜瀬　和博、
　　　　　　久間　　進、久間　初子、大久保洪昭

採
択

郵政民営化法の見直しを求める陳
情

○提出者　　壱岐市老人クラブ連合会
　　　　　　会長　山本　義人

採
択

新たな過疎対策法の制定に関する
意見書提出の依頼について

○提出者　　長崎県過疎地域自立促進協議会
　　　　　　会長　中尾 郁子

採
択

道路整備予算の確保に関する決議
採択のお願い

○提出者　　壱岐市長　白川　博一

○提出者　　長崎県労働組合総連合
　　　　　　議長　川崎　一宏

意
見
書

郵政民営化法の見直しに関する意
見書を内閣総理大臣ほか関係機関
へ送付しました

○提出者　　壱岐市議会議員　町田　光浩

○賛成者　　壱岐市議会議員　音嶋　正吾
　　　　　　　　　同　　　　田原　輝男

意
見
書

新たな過疎対策法の制定に関する
意見書を内閣総理大臣ほか関係機
関へ送付しました

○提出者　　壱岐市議会議員　中田　恭一

○賛成者　　壱岐市議会議員　坂本　拓史
　　　　　　　　　同　　　　鵜瀬　和博

意
見
書

道路整備の安定的な財源確保を求
める意見書を内閣総理大臣ほか関
係機関へ送付しました

○提出者　　壱岐市議会議員　赤木　英機

○賛成者　　壱岐市議会議員　深見　義輝
　　　　　　　　　同　　　　馬場　忠裕

○採択となった請願については、市長へ請願書の写しを送付しました。

（不採択の理由）
　昨年、最低賃金法は、生活保護との整合性を考慮することや賃金の不払いに係る罰則の強化等を柱に
改正され、労働者の最低賃金の改善と、それを保障する安全網が網羅されたところである。
　当委員会は、最低賃金の引き上げや中小企業の支援等、一定の理解はできるが、改正法の趣旨や現行
の地域別最低賃金制度が地域ごとの労働者の生計費、事業者の支払い能力等を考慮して定められており、
基本的に現行の制度が望ましく、また、現在政府において最低賃金の大幅引き上げの検討がなされてい
ることから、現段階ではその動向を注視すべきであると考え、今回の陳情は不採択とする。

ミ
ル
ち
ゃ
ん 請願 陳情 意見書 コーナー
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委
員
長　

町
田　

光
浩

 

議
案
審
査
状
況 

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
４
億
６
千
388
万
３
千
円
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

採
決
の
結
果
、
原
案
可
決
し
た
。
審
査
の
中
で
出
さ

れ
た
主
な
質
疑
と
答
弁
は
次
の
と
お
り
。

Q
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
Ｐ
Ｒ
等
は
。

A
各
地
区
の
壱
岐
人
会
等
へ
案
内
文
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
と
地
方
紙
に
掲
載
済
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
中
。

Q
結
婚
推
進
員
に
成
婚
報
酬
を
支
給
す
べ
き
。

A
同
感
で
あ
る
。
現
在
、
結
婚
推
進
員
選
任
は
公
募

で
実
施
し
、
活
動
中
。

Q
サ
ン
ド
ー
ム
壱
岐
の
次
年
度
運
営
方
策
は
。

A
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
公
募
す
る
。

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

近
藤　

団
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
は
認

定
１
件
、
条
例
改
正
２
件
、
補
正
予
算
６

件
、協
議
２
件
の
計
11
件
。
審
査
の
結
果
、

継
続
審
査
の
認
定
１
件
を
除
き
、
全
議
案

可
決
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

壱
岐
市
認
可
地
縁
団
体
印
鑑

条
例
の
一
部
改
正

　

係
る
民
法
の
規
定
が
削
ら
れ
た
た
め
、
地

方
自
治
法
で
具
体
的
に
定
め
ら
れ
た
こ
と

に
伴
う
も
の
。
例
え
ば
、
公
民
館
等
の
登
記

の
場
合
、「
○
○
公
民
館
」
と
い
う
印
鑑
登

録
を
す
る
際
、
申
請
時
に
公
民
館
長
個
人

の
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
と
な
る
。

壱
岐
市
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

公
益
法
人
制
度
改
革
三
法
の
施
行
に
伴

う
も
の
で
、一
部
規
制
緩
和
が
な
さ
れ
た
。

長
崎
県
離
島
医
療
圏
組
合
の

解
散
に
関
す
る
協
議

　

今
ま
で
長
い
間
、
長
崎
県
・
壱
岐
市
・

対
馬
市
・
五
島
市
・
新
上
五
島
町
で
構
成

さ
れ
て
い
た
長
崎
県
離
島
医
療
圏
組
合
の

解
散
に
伴
う
も
の
で
、
解
散
と
財
産
処
分

に
関
す
る
協
議
。
な
お
、
解
散
に
伴
っ
て

新
た
に
県
と
対
馬
・
五
島
・
島
原
・
南
島

原
・
雲
仙
の
５
市
と
新
上
五
島
町
で
構
成

さ
れ
る
長
崎
県
病
院
企
業
団
が
設
立
さ
れ

る
。
本
市
は
医
療
圏
に
は
加
入
し
て
い
た

も
の
の
、
市
民
病
院
自
体
は
加
入
し
て
お

ら
ず
、
今
回
、
壱
岐
市
は
設
立
団
体
へ
の

加
入
を
見
送
っ
た
。
加
入
し
た
い
場
合
は

手
続
き
を
経
る
こ
と
に
よ
り
可
能
。

特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
老
人

保
健
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事

業
・
病
院
事
業
）
補
正
予
算

　

10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
職
員
給
与
の

５
％
カ
ッ
ト
、
管
理
職
手
当
の
30
％
カ
ッ

ト
に
伴
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。

委
員
会
の
意
見

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、
４

月
の
人
事
異
動
に
よ
り
正
規
職
員
が
３
人

減
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
の
業

務
状
況
を
み
る
と
65
人
の
職
員
の
う
ち
、

正
規
は
25
人
、
嘱
託
７
人
、
臨
時
33
人
と

い
う
こ
の
職
場
と
し
て
は
普

通
に
考
え
ら
れ
な
い
職
員
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

臨
時
職
員
も
正
規
職
員
と
な

ん
ら
変
わ
り
な
く
責
任
と
任

務
を
任
さ
れ
て
お
り
、
も
う

少
し
任
用
の
面
で
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
正
規
職
員
３
人
の
減
に
よ
り
、
４

月
か
ら
の
夜
間
勤
務
体
制
が
、
そ
れ
ま
で
正

規
２
人
と
嘱
託
・
臨
時
３
人
を
貼
り
付
け
て

い
た
も
の
が
、
正
規
１
人
と
嘱
託
・
臨
時
４

人
と
い
う
、
た
だ
で
さ
え
お
年
寄
り
の
介
助

が
不
安
な
状
況
の
中
に
、
益
々
不
安
を
増
長

す
る
よ
う
な
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

福
祉
の
一
番
重
要
な
部
分
の
現
場
で
働
く

職
員
の
半
数
以
上
が
、嘱
託
や
臨
時
で
カ
バ
ー

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
故
の
場
合

の
責
任
上
か
ら
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

す
ぐ
さ
ま
即
是
正
と
は
な
ら
な
い
ま
で

も
、
年
次
を
区
切
っ
て
で
き
る
限
り
早
急

に
改
善
さ
れ
る
よ
う
切
に
希
望
す
る
。

委
員
会
継
続
審
査

　

平
成
19
年
度
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
慎
重
な
審
査
を
必

要
と
す
る
た
め
、
10
月
中
に
審
査
す
る
。

特別養護老人ホームにて
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

中
田　

恭
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

９
月
定
例
会
で
は
、
議
案
５
件
、
陳
情
１

件
、要
請
１
件
の
付
託
を
受
け
、審
査
を
行
っ

た
。
採
決
の
結
果
、
全
議
案
可
決
し
、
陳
情
・

要
請
は
と
も
に
採
択
と
な
り
、
関
係
機
関
へ

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

郷
ノ
浦
町
、
勝
本
町
、
芦
辺
町
、
石
田

町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
地
域
審
議
会
の

設
置
に
関
す
る
事
項
の
一
部
改
正　

　

地
域
審
議
会
の
担
当
部
署
を
各
庁
舎
か
ら

本
庁
政
策
企
画
課
へ
変
更
す
る
た
め
の
条
例

の
変
更
。

壱
岐
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
語
句
の
訂

正
と
例
規
の
整
理
等
を
行
う
も
の
。

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理

　

地
方
自
治
法

の
改
正
に
伴

う
、
議
会
議
員

の
報
酬
等
の
条

例
の
語
句
を
変

更
す
る
も
の
。

壱
岐
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

財
政
健
全
化
を
目
的
と
し
、
人
件
費
の
抑

制
を
図
る
た
め
、
平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
、
一
般
職
員
の
給

料
を
減
額
す
る
も
の
で
、
基
本
給
の
５
％
、

管
理
職
手
当
の
30
％
が
減
額
と
な
る
。

壱
岐
市
三
島
航
路
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

人
件
費
の
補
正
と
障
が
い
者
用
リ
フ
ト
の

修
理
等
の
た
め
の
補
正
。

郵
政
民
営
化
法
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

　

壱
岐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
よ
り
提
出
さ

れ
た
も
の
で
、
郵
便
・
貯
金
・
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
が
、
将
来
と
も
郵
便
局
で
確
実
に
提
供

さ
れ
、
島
民
の
利
便
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
、
法
的
な
見
直
し
等
を
要
望
す
る
も
の
。

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出

　

現
行
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
法
の
期
限
を

平
成
22
年
３
月
末
に
控
え
、
新
た
な
過
疎
対

策
法
の
制
定
に
よ
り
、
引
き
続
き
総
合
的
な

過
疎
対
策
を
充
実
・
強
化
で
き
る
よ
う
、
国

に
対
し
要
望
す
る
も
の
。

委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

審
査
終
了
後
、
中
学
校
の
統
廃
合
と
学
校

給
食
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
運
営
に
つ

い
て
調
査
・
協
議
を
行
っ
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

赤
木　

英
機

 

議
案
審
査
状
況 

　

９
月
定
例
会
で
は
、
議
案
５
件
、
決
算
認

定
１
件
、
請
願
１
件
、
要
請
１
件
の
付
託
を

受
け
、
審
査
を
行
っ
た
。
採
決
の
結
果
、
全

議
案
可
決
、認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

請
願
は
採
択
し
、
市
長
へ
請
願
書
の
写
し

を
送
付
し
た
。
要
請
は
採
択
し
、
国
へ
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
。

八
幡
浦
地
区
特
定
漁
港
整
備
工
事

請
負
契
約
の
変
更

　

外
防
波
堤
の
延
長
に
よ
る
契
約
金
額
の
変

更
。損害

賠
償
の
和
解

　

市
道
改
良
事
業
用
地
に
係
る
権
利
者
の
住

所
を
、
本
人
に
承
諾
を
得
ず
に
、
市
職
員
が

代
表
相
続
人
に
教
え
た
こ
と
で
ク
レ
ー
ム
が

発
生
し
、
個
人
情
報
保
護
法
に
か
か
る
、
損

害
賠
償
の
和
解
金
を
支
払
う
も
の
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

人
件
費
の
補
正
と
水
道
管
敷
設
工
事
３
路

線
。中

小
漁
業
関
連
資
金
融
通
円
滑
化
事
業

（
漁
業
・
地
域
維
持
対
策
事
業
）
に
よ
る

漁
業
経
営
維
持
安
定
資
金
の
保
証
責
任

準
備
金
に
関
す
る
請
願

　

燃
油
高
騰
対
策
と
し
て
、
国
の
融
資
制
度
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
保
証
制
度
の
充
実
の

た
め
、
求
償
権
償
却
費
用
負
担
と
し
て
、
市
が

９
分
の
２
の
負
担
割
合
が
必
要
な
た
め
の
請
願
。

委
員
会
の
意
見

　

損
害
賠
償
の
和
解
に
つ
い
て
は
、
事
業
遂
行

の
た
め
に
止
む
を
得
ず
情
報
を
教
え
た
も
の

と
判
断
す
る
が
、
今
後
は
職
員
の
法
令
遵
守

を
図
る
こ
と
で
、
高
い
倫
理
観
に
基
づ
い
て
公

務
を
執
行
し
、
不
当
要
求
行
為
の
対
応
も
含

め
、
早
急
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、

水
道
使
用
料
の
滞
納
額
が
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
徴
収
の
努
力
は
認
め
る
が
、
な
か
な

か
改
善
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
滞
納
者
と
は
分
納
誓
約
書
を
取
り
交
わ

し
、
悪
質
な
場
合
は
給
水
停
止
も
含
め
、
今

後
な
お
一
層
の
徴
収
に
努
力
さ
れ
た
い
。

芦辺漁港浄化センター運転安全祈願祭（10月１日）

フェリーみしまの障がい者用昇降リフト
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委
員
長　

鵜
瀬　

和
博

読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り

【
研
修
目
的
と
日
程
】

　

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
入
選

等
を
受
賞
し
て
い
る
広
島
県
坂
町
の
議
会
だ

よ
り
に
対
す
る
取
り
組
み
を
平
成
20
年
９
月

２
日
か
ら
３
日
ま
で
調
査
・
研
修
を
実
施
し
た
。

【
研
修
内
容
と
所
見
】

　

坂
町（
人
口
約
１
万
３
千
人
）

　

坂
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、住
民
に
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
次
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
目
か
ら
見
た
議
会
」
…

町
内
３
小
学
校
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て

議
会
傍
聴
し
、
感
想
文
を
掲
載
。

　
「
議
会
ク
イ
ズ
」
…
ク
イ
ズ
正
解
者
の
中

か
ら
10
人
に
図
書
券
を
郵
送
。
議
会
へ
の
要

望
・
意
見
等
を
ク
イ
ズ
と
と
も
に
募
集
。

　
「
ま
ち
の
声
」「
ち
ょ
っ
と
き
に
な
る
」
…

寄
せ
ら
れ
た
要
望
、
意
見
に
対
し
回
答
を
掲

載
。

　

当
委
員
会
と
し
て
も
本
市
議
会
の
活
動
状

況
を「
い
き
議
会
だ
よ
り
」
を
通
し
て
で
き

る
だ
け
早
く
、
住
民
へ
少
し
で
も
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
、
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

さ
ら
に
工
夫
・
編
集
し
て
い
き
た
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

去
る
８
月
12
日
、
大
村
市
に
お
い
て
、
県
下
13
市
議
会

か
ら
約
240
人
の
参
加
に
よ
り
長
崎
県
市
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
の
小
西
砂
千
夫
氏
は
関
西
学
院
大
学
大
学
院
教
授

で
あ
り
、
総
務
省「
地
方
行
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
」
委

員
長
や「
市
町
村
合
併
研
究
会
」座
長
な
ど
数
々
の
委
員

を
歴
任
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は「
今
後
の
地
方
財
政
と
地
方
自
治
の
動
向
に
つ

い
て
」歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
と
今
後
の
地
方
財
政
計
画

の
推
移
や
国
の
動
向
、
特
に
新
し
く
創
設
さ
れ
た
地
方
再

生
対
策
費
４
千
億
円
の
内
容
等
講
演
さ
れ
た
。

　

地
方
財
政
が
厳
し
い
中
、
今
後
さ
ら
に
議
会
の
監
視
体

制
の
強
化
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
県
市
議
会
議
員
研
修
会

坂町役場前にて

大
村
市
に
て

講
師
の
小
西
砂
千
夫
氏

研修の様子
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ああんん質質問問なな
どどええんんななっったた？？

市長と職員との意見交換会（10月１日）

　市民への窓口対応が不十分。指導徹底を。

　単に研修を重ねるだけでなく、直接対話の中
で職員の自覚を高めていく。

市長／直接コミュニケーションを

全24回の意見交換会を実施
　全職員を対象に「市長と職員との意見交換会」
を、今年７月 10日から 10月 10 日までの勤
務時間終了後に24回開催。

質質　　問問
平成20年６月定例会

意識改革の指導徹底を！
　同区画の駐車場で、軽自動車と普通車の料金
設定が違うのはおかしい。早急に改善すべき。

　単価の見直しと合わせ、効率的な運営ができ
るよう改善する。

市長／全体的見地から見直しを

新年度より改正
　利用料金は定額（4,000 円）の方向で、新
年度より改正の予定。また、利用実績のない２
ヶ所の駐車場は廃止の方向で検討中。

質質　　問問
平成20年６月定例会

駐 自 普

公営駐車場料金体系の見直しを！

あの質問は…

ミ
ル
ち
ゃ
ん

どうなったの？

キ
ク
ち
ゃ
ん

永田川駐車場



　
「
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
」と
言
わ
れ
る
の
に
、

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

地
域
の
祭
事
と
行
事
の
多
い
こ
と
。「
忙
し
い
、
忙
し

い
」と
言
い
な
が
ら
、
慌
た
だ
し
さ
の
中
に
日
々
は
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
政
界
も
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。
大

時し

化け

の
中
を
航
海
す
る「
日
本
丸
」の
舵
取
り
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

　

祭ま
つ
り
ご
と事（
政

ま
つ
り
ご
と）と
は
、
神
と
人
の
間
を
釣
り
合
わ
せ
る

…
「
間ま

釣
り
」が「
祭（
政
）り
」と
な
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
平
和
な
地
球
に
な
る
よ
う
に
祭（
政
）っ
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

（
文
＝
今
西
菊
乃
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

鵜
瀬
和
博

副
委
員
長　

今
西
菊
乃

委
員　

豊
坂
敏
文

第
19
号

■
発
行
責
任
者
／
壱
岐
市
議
会
議
長　

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
〒
8
1
1
‐
5
5
2
1　

長
崎
県
壱
岐
市
勝
本
町
西
戸
触
1
8
2
‐
5

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
9
2
0

・

4
2

・

1
1
1
1

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
9
2
0

・

4
2

・

0
0
9
6

発
行
日
／
平
成
20
年
10
月
30
日

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

gikai@
city.iki.lg.jp

　

い
き　
　
議
会
だ
よ
り
は
壱
岐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.iki.nagasaki.jp

編　

集　

後　

記

芦辺芦辺祭祭「ちんちりがんがん」「ちんちりがんがん」10月7日10月7日

委
員　

市
山
和
幸

委
員　

深
見
義
輝

委
員　

町
田
光
浩

いき議会だよりは地球に優しい大豆油のインキで印刷されています。
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　政治家が選挙区内にある者に対して、下記の事項を行うことは、公職選挙法の規定により
禁止されています。
　また、有権者が政治家に対して下記の行為を要求することも禁止されています。

◉お歳暮、お中元、花輪、祝儀、見舞い等の金品を贈ること（親族などを除く）
◉年賀状、欠礼（喪中）状、暑中・寒中見舞い状等のあいさつ状（自筆の返答を除く）
　や有料のあいさつ広告を出すこと
◉各種行事に金品を送ること

　従いまして、これらの行為については差し控えさせて頂きます。市民みなさまのご理解と
ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

壱岐市議会　議員一同

　前号（第 18号）の記事の中で、一部に誤りがありましたので、おわびして訂正いたします。
　関係者の方には大変ご迷惑をおかけしました。今後はチェック体制をさらに強化していきます。
　　○５ページ　　（誤）医師公舎設計委託料　１, ７４０万円
　　　　　　　 →（正）医師公舎設計委託料の増および工事請負費の増　１, ７４０万円

　　市長行政報告・一般質問の音声を聞くことができます！

　壱岐市ホームページ（http://www.city.iki.nagasaki.jp）内の市議会のコーナーを検索すると、平成
20年第３回定例会（９月５日開会・９月 19日閉会）の市長行政報告および一般質問の音声を聞くこと
ができます。市長や議員の生の声をあなたも聞いてみませんか？
　また、市議会会議録は議会事務局、市役所本庁（総務課）、各庁舎（市民生活班）、各町図書館で閲覧する
ことができます。議会でどのような議論がなされているのかを知ることができますので、ぜひご利用ください。

議員からのお歳暮、年賀状等は

自粛させていただきます




